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存在意義 

NEC ネクサソリューションズは 

多くの企業、団体、地域社会の抱える課題と向き合い 

お客様の変革を具現化させ 

共に未来を創るサービスインテグレーターです。 

 

めざす姿 

真のサービスインテグレーターとして 

常に社会から必要とされる存在であるために 
 

・我々は常にお客様と共に事業拡大を実現する 

・お客様が抱える課題に真正面から取り組む 

・その課題解決に向け、常に最先端技術を駆使しあらゆるリソースを注ぐ 

・ひとり一人が新たな価値を追い求め、お客様と共に未来を創り出していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEC Way 

当社は、NEC グループ一員として「NEC Way」を共有し、実践に努めています。 

 

「NEC Way」は、NEC グループが共通で持つ価値観であり行動の原点です。 

企業としてふるまう姿を示した 

「Purpose（存在意義）」「Principles（行動原則）」と、 

一人ひとりの価値観・ふるまいを示した 

「Code of Values（行動基準）」「Code of Conduct（行動規範）」 

で構成されています。 

 

私たちは NEC Way の実践を通じて社会価値を創造していきます。 
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【ステークホルダーエンゲージメント】 

持続可能な社会の実現と地球環境の保全に貢献するためには、各ステークホルダーとの関係

が重要です。以下のようにステークホルダーを設定し取り組んでおります。ステークホルダーか

らの声を真摯に受け止め、事業活動に反映させていくことが重要だと考えています。 

 

詳細な取り組みはそれぞれの本文に記載しております。 

 

ステークホルダー 重要な課題 エンゲージメント手段 参照ページ 

お客さま お客さまより選ばれ

続ける 

CS 調査 お客さまとともに  10 

お取引先さま 健全なパートナーシ

ップ作り 

事業動向説明会 

安全衛生会議 

お 取 引 先 さ ま と と も に 

11 

株主（NEC） サステナビリティ 株主総会 コーポレート・ガバナン

ス 6 

従業員 コンプライアンス 

意識向上 

従業員満足度 

社内教育 

環境・安全衛生委員会 

健康経営 

従業員とともに  12 

環境方針および環境マネ

ジメント体制   17 

政府・自治体 コンプライアンス 

環境負荷低減 

法令に準じた報告、届

出 

リスクマネジメント 7 

 

ビルオーナー・ビル居

住者 

良好な関係性 定例協議会（年 2 回） － 

地域社会・地球環境 環境保全 

環境経営 

社会貢献活動 

地球温暖化対策 

地域社会とともに  15 

環境経営      17 
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トップコミットメント 

真のサービスインテグレーターとして、 

常に社会から必要とされる存在であるために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、NEC グループの一員として、お客さまはも

とより、社会や環境における様々な課題の解決に事

業活動を通して取組んでおります。 

 

当グループは、グループが共通で持つ価値観・行動

の原点として、NEC Way を定め、この中で、「安全・

安心・公平・効率という社会価値を創造し、誰もが

人間性を十分に発揮できる持続可能な社会を実現す

る」という Purpose（存在意義）をはじめ、「人権」

「労働」「環境」「腐敗防止」などに対する当グルー

プおよびグループ社員の姿勢を表明しております。 

また、2021 年に発表した、2025 中計経営計画では、

特に、ESG 視点の経営優先テーマを「マテリアリテ

ィ」として、以下の通り定めています。 

 

 
 

当社は、NEC グループの一員として、これらの取り

組みの一翼を担っており、中でも、当社の事業分野

である BtoB、BtoG 領域において、「顧客 DX（デジ

タルトランスフォーメーション）化による CO2 排出

量削減への貢献」には大きな責任があります。 

 

昨今の CO2 削減への動きは、地球温暖化抑制への国

際的な関心から、各国の国際的な公約と国内の政策

へと波及。また、ESG 投資など市場面からの要請や、

環境変化を受けた産業界の生存戦略と技術革新が相

互に影響し、一つの大きなゴールに向けた動きが

年々加速しています。 

 

この中で、私たちが属している IT サービス業界への

期待は、デジタル化により、時間や距離の制限を超

え、人手に寄らない自動化を実現し、蓄積されたデ

ジタルデータを活用することで、環境負荷軽減にと

どまらず、飛躍的な生産性向上にも寄与することと

考えています。 

 

一方で、近年の AI を始めとした技術の急速な進捗

は、セキュリティや人権、コンプライアンスなど、

負の側面、危険性も指摘されており、これらの影響

をコントロールしつつ、課題に取り組まなければな

りません。 

 

私たちは、お客様やパートナー様と協力し、お客様

が抱える課題をデジタル技術で解決するとともに、

持続可能で安心・安全な社会の実現に貢献してまい

ります。 

 

 

 

代表取締役 執行役員社長 
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ガバナンス 

コーポレート・ガバナンス 

 

当社では取締役会および監査役を設置して、経営の意思決定および取締役の職務執行の監督および監査を行

っています。また、執行役員制度を採用して事業執行機能の強化および意思決定の迅速化を図っております。 

 

 

コーポレート・ガバナンスの考え方 

当社は、企業価値の増大に向けて、事業を迅速か

つ効率よく運営する執行体制を確立し、透明性の高

い経営を実現することが、コーポレート・ガバナン

スの基本であると考えています。 

 

コーポレート・ガバナンス体制 

取締役会は、取締役 7 名および監査役 2 名の 9 名

（2023 年 6 月末現在）で構成されており、経営の意

思決定および取締役（代表取締役を含む）の職務執

行の監督および監査を行っています。また、事業執

行機能の強化および意思決定の迅速化を図るため執

行役員制度を採用し、7 名（2023 年 6 月末現在、内

3 名が取締役兼務者）の執行役員を選任しています。 

加えて、取締役会の補完と効率的な意思決定を目

的として経営会議などの全社会議体を設置していま

す。経営会議は執行役員などにより構成され、取締

役会決議事項の事前審議を行うとともに、事業執行

全般の戦略および重要な課題などの討議、並びに施

策遂行状況などの事業執行上の重要事項の報告を行

い、情報共有と事業執行の効率化を図っています。

また、全社横断的重要課題などについて討議を行う

ため、リスク・コンプライアンス委員会や情報セキ

ュリティ委員会などの全社委員会を設置しています。 

取締役の職務の執行を監査する監査役は、公正不

偏な立場から監査を実施しています。また、当社は

監査役が 2 名以上選任されており監査役協議会を開

催して、監査方針・監査計画などの決議や職務遂行

状況の報告などを行っています。 

NEC グループ全体のコンプライアンス強化の

一環として、従来社内で実施しておりました内部監

査を 2016 年６月より NEC のグループ内部監査部門

にて実施しております。当社においては、執行役員

社長直属の監査推進室を設置し、NEC のグループ内

部監査部門と連携して、内部監査を事業活動品質の

向上につなげる取組を強化しております。 

  

内部統制の取り組み 

業務の適正を確保しながら、会社の存続とその継

続的な発展を実現するために、内部統制は重要であ

ると考えています。そのため、当社では 2004 年 10

月より全社プロジェクト体制を組み、業務統制と IT

統制を並行して推進してきました。また、2006 年に

「内部統制システムの整備に関する基本方針※１」

を策定し、当方針に基づき内部統制システムの整備・

運用状況を評価しながら、必要な改善措置を講じ、

適正かつ効率的な体制の構築に継続的に努めていま

す。 

※1 2011 年 9 月に「内部統制システムに関する基本方針」に名称変更。 
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リスクマネジメント 

 

コンプライアンス、情報セキュリティ、大規模災害への対応など、企業を取り巻くさまざまなリスクに対し、 

組織的な対応をはかるべくリスク管理体制を構築し、リスクの重要度・緊急度に応じた取り組みを行ってい

ます。 

 

 

リスクマネジメントの取り組み 

2005 年の会社法施行を踏まえ、2006 年に「内部

統制システム整備に関する基本方針」を制定し、リ

スクマネジメントの基本的方針を明確化しました。

さらに、2007 年 5 月「リスク管理基本規程」を制

定、「リスク・コンプライアンス委員会」を発足させ、

体制構築、重要事項の審議、リスク管理の実施状況

監督などの取り組みを開始しました。 

リスク・コンプライアンス委員会では、毎年、当

社を取り巻くリスクの分析を行い、重点リスクテー

マを設定、推進部門を中心にリスク低減に取り組ん

でいます。 

 

 
 

コンプライアンス 

経済活動の基本は倫理感であり、コンプライアン

ス遵守のためのさまざまな取り組みを行っています。 

 

NEC グループ行動規範の採択 

従業員一人ひとりが日頃心がけていくべき事柄を

具体的に定めた「NEC グループ行動規範」を、NEC

グループの一員として 2004 年 5 月に採択しました。 

同規範は、2019 年 10 月に、近年の ESG や SDGs な

どの社会的な関心の高まりをふまえ、大幅な改定を

行っています。 

 

教育・啓発活動の展開 

毎年 1 回「NEC グループ行動規範、コンプライ

アンス」に関する WEB 教育を全従業員に対して継

続的に実施するとともに、競争法対応・贈収賄防止

に係る教育など、特に重要なテーマについては職場

懇談会や個別教育を実施し、認識の共有、周知徹底、

コミュニケーションの強化を図っています。 

 

 

コンプライアンス・ホットライン 

当社はコンプライアンスに関する社員からの相

談・申告窓口として、NEC グループ共通のコンプラ

イアンス・ホットラインを設置しています。 

このホットラインではお取引先さまからの通報・ご

相談も受け付けており、多面的にコンプライアンス

強化を図るよう取り組んでいます。 
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情報セキュリティ 

情報セキュリティの推進 

当社は「NEC グループ情報セキュリティ基本方針」

に基づいて、お客さまからお預かりした情報資産お

よび当社の情報資産を守るため、各部門にセキュリ

ティ実行責任者、セキュリティ推進者を配備し、各

種の情報セキュリティ施策をサイバーセキュリティ

経営ガイドライン（経済産業省／IPA）に則り推進し

ています。 

 

 

 

情報セキュリティ委員会 

情報セキュリティ委員会では、当社の情報セキュ 

リティ推進に関する基本的施策を審議し、情報セキ

ュリティの確保と重要事項の審議、施策の立案・推

進を目的に、原則として四半期に一度開催していま

す。 

 

情報セキュリティ推進施策 

ビジネスメール詐欺、ランサムウェア、サプライ

チェーンの弱点を悪用した攻撃等のサイバー攻撃対

策の一環としては、標的型攻撃メールの模擬訓練を

実施し、攻撃手法・見分け方の理解深耕を図るほか、

セキュリティインフラの強化を実施しています。ま

た、お客さま向けに構築運用しているシステムのセ

キュリティ点検を継続的に実施し、お客さまシステ

ムの保全を図っています。 

従業員の情報セキュリティ意識向上を図るため、

全従業員を対象に、情報セキュリティテーマトーク

を定期的に実施し、意識啓発ビデオの視聴および職

場討議を行っているほか、情報セキュリティに関す

る注意喚起を毎月行っています。なお、当社で業務

に携わっていただく新規の協力会社社員の方には、

入職時に情報セキュリティ教育を実施しています。 

さらに、全従業員を対象とした「情報セキュリテ

NEC グループ情報セキュリティ基本方針 

 

NEC グループは、情報セキュリティの確保を経営上の重要事

項と位置づけ、お客様やお取引先様からお預かりした情報

資産および NEC グループの情報資産をサイバー攻撃など

の脅威から守るとともに、セキュアな製品・システム・サー

ビスをご提供することで、安全・安心・公平・効率という

社会価値を創造し、誰もが人間性を十分に発揮できる持続

可能な社会の実現に貢献します。 

 

経営課題としての認識 

・NEC グループは、情報セキュリティの確保が経営上の最重

要課題の一つであると認識し、これに対する投資を企業経

営に必要不可欠な責務と位置づけ、経営層によるリスクの

把握とこれに基づく情報セキュリティ目標の設定、必要な

経営資源の割り当てを行うとともに、その取組状況に対す

るモニタリングを行い、改善・是正を継続的に実施します。 

・NEC グループは、情報セキュリティに関係する法令、国が

定める指針、その他の社会的規範を遵守します。 

 

経営方針の策定と意思表明 

・NEC グループは、情報セキュリティの取り組みについて情

報セキュリティ報告書などを通じて開示します。 

・NEC グループは、万一情報セキュリティ上の問題が発生し

ても、事業継続計画などに基づき、被害を最小限に止めて

早期復旧を図るとともに、原因を究明し、再発防止に努め

ます。 

 

社内外体制の構築、対策の実施 

・NEC グループは、日本電気株式会社の CISO (Chief 

Information Security Officer)が NEC グループの情報セキ

ュリティ戦略を統括し、日本電気株式会社の取締役会がこ

れを監督します。また、当該 CISO の配下にインシデント

対 応 な ど を 行 う CSIRT (Computer Security Incident 

Response Team)を設置します。 

・NEC グループは、NEC グループにおける情報セキュリテ

ィ管理体制を確立し、情報資産の適切な管理に努めるとと

もに、本基本方針に従い、社内規程を整備・実施します。 

・NEC グループは、適切な人的・物理的・技術的・組織的

施策を講じ、不正な侵入、漏えい、改ざん、紛失・盗難、

破壊、利用妨害などが発生しないよう努めます。 

・NEC グループは、社会課題を解決するため、情報セキュ

リティに関わる高度な知見を有する人材の積極的な採

用と活躍の場作りに努めるとともに、すべての役員・従

業員を対象とした意識の向上と職種に応じた教育を継

続的に実施します。 

・NEC グループは、サプライチェーン全体の情報セキュリ

ティレベルの向上を図るため、お取引先様と一体となっ

た情報セキュリティ対策の浸透や是正に努めます。 

 

対策を講じた製品・システム・サービスの社会への普及 

・NEC グループは、お客様の事業全般を通じて情報セキュ

リティやプライバシーを考慮したデザイン・運用を行

い、安全・安心な製品・システム・サービスのお客様へ

のご提供、社会への普及に努めます。 

 

安全・安心なエコシステムの構築への貢献 

・NEC グループは、国内外の関係組織と連携した情報共有

活動に参加し、積極的な情報提供を行うことで社会全体

の情報セキュリティレベル向上への貢献に努めます。 
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ィ定期点検」や 従業員として守るべき情報セキュリ

ティに関する遵守事項への「電子誓約」を実施して

います。 

当社は、秘密性、完全性、可用性を維持する為の

情報セキュリティマネジメントシステムを確立、

サービスマネジメント事業部、第一システム事業部、

第二システム事業部において、第三者認証として

ISMS 認証を取得し、ISO/IEC 27001 に対応してい

ます。サービスマネジメント事業部はサービスマネ

ジメントシステム （SMS）認証を取得し、ISO/IEC 

20000 に対応しています。 

 

個人情報保護 

当社は「個人情報保護方針」を制定し、お客さま

からお預かりする個人情報を適切に保護するため、

各部門に個人情報保護事業部責任者、個人情報保護

管理者および個人情報プロフェッショナルを配備し、

個人情報保護マネジメントシステムを確立していま

す。 

特定個人情報に関しては、安全かつ適切な取り扱

いを行う為に、安全管理措置の強化、体制・規程・

ルールの整備、従業員向けの研修等を実施していま

す。 

第三者認証としては 2001 年にプライバシーマー

ク認定を取得し、2021 年度には 10 回目の更新を行

いました。 

年 1 回全従業員を対象に個人情報保護に関する

WEB 教育を実施し、個人情報保護意識の更なる向上

に努めています。 

 

 

 

 

事業継続への対応 

自然災害や事故、パンデミックが発生した場合、

その被害により受ける事業へのダメージを低減し、

速やかな事業の復旧に向けた取り組みとして事業継

続計画の策定に取り組んでおり、毎年、全社事業継

続対策本部訓練・安否登録訓練等の各種防災訓練、

防災に関する研修等を実施し、事業継続・復旧活動

時の確認を行っています。 

また、常にアンテナを高くし、新たなリスクに対

しても対応すべく注意喚起や対策訓練を行っていま

す。防災体制の強化、装備品の拡充を継続的に実施

し、従業員などの安全確保を最優先に取り組んでい

ます。 
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お客さまとともに 

 

お客さまの期待を超える「満足、感動のサービス」を提供し、お客さまより選ばれ続けるパートナーとして、 

成長していくことを目指し、お客さま起点での仕事の創意工夫の取り組みを全社的に行っています。 

 

｢お客さまの期待｣の一歩先へ 

当社では、設立の 2001 年より、CS 推進活動を経

営の柱の一つとして積極的に社内で取り組んでいま

す。 

その活動の一つとして全社で「CS 推進委員会」を

設置し日頃お客さまに接する機会の多い営業部門と

システム部門で個別の対応では改善しきれない課題

の解決を図って問題の収集と具体的な解決施策の検

討を実施しています。 

CS 推進委員会の活動は 2022 年から「対応スピー

ド・質の向上」を全社改善テーマにかかげ「お客様

の立場に立ったときのスピード感」でお客様の事前

期待を正しく理解し、お約束した内容・納期を丁寧

に対応していくことを進めています。 

 

お客さまとの関係性向上 

2008 年度からは、お客さまとの関係性向上を目的

に、毎年期首にお客さまに対する行動目標を立て、

実行した結果に対しお客さまから満足度評価をいた

だくという流れを、PDCA サイクルとして確立しま

した。お客さまに対する行動を意識して行った結果

として、お客さまの評価をいただくことで、自分達

の行動が本当にお客さまの役に立ったのかと振り返

り、個々のお客さまへの対応の改善につなげていく

ことに活かしています。 

また、CS 調査結果から課題を抽出し、組織として

の CS 向上施策の立案や、組織を横断で、お客さま

の課題解決に取り組めるように活用しております。 
 

 

「ありがとう」の一言が社員のやりがい 

当社の CS 推進活動の原点は「お客さまから“あり

がとう”の一言を聞きたい！」との社員の想いです。

その想いが“やりがい”につながり社員にとっての大

きなパワーを産んでいます。高い CS は高い ES か

ら作るという考え方のもと、営業とシステムが対話

を通してお客さまとの関係性を良好に保つことを基

本に日々取り組んでおります。 
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お取引先さまとともに 

 

当社は、お客さまへのソリューションサービスの提供過程において、数多くのパートナーさまのご協力を 

いただいております。 

パートナーさまのご支援をいただきながら、健全なパートナーシップ作りを目指しております。  

 

調達基本方針 

当社では調達に係わる基本方針を掲げ、パート

ナーさまとの良好な関係を保ちつつ、公正な取引を

堅持しています。 

 

≪調達基本方針≫ 

当社は関連法令を遵守し公正な取引関係のもとでグ

ローバルな市場から必要な資材・サービスなどを適

切な品質・価格・納期で調達します。また、調達活

動を通じて、社会価値創造による NEC グループの

企業価値の向上とともに、パートナーさまとの相互

発展に貢献します。 

 

 

パートナーさまとのサステナブルな 

サプライチェーン実現のために 

パートナーさまとのリレーションシップ強化、サ

ステナブルなサプライチェーン実現のために、2022

年度パートナーさま向け事業動向説明会を開催し、

「2022 年度弊社事業方針のご説明」「2022 年度 SI

サービスユニットの事業方針」についてご説明をす

ると共に、パートナーさまへの期待を共有させてい

ただきました。また、すべてのパートナーさまに、

適正な取引推進と情報セキュリティ対策推進につい

て、および、工事パートナーさまへは「2022 年度ネ

ットワーク工事部運営施策」に向けたご協力のお願

いをさせていただきました。 

 

 

法令順守の推進 

当社とパートナーさま間の取引では、相互の不適

切な取引の撲滅、および法遵守を目的に、取引基本

ルールを定め適正な資材取引を推進しています。 

2022 年度は、社内への取組みとして、全社員を対

象に「構内請負適正化」「サプライチェーンサステナ

ビリティ・下請法遵守教育」に関する教育を実施し

ています。 

パートナーさまとの取組みとして、3 ヶ月に一度、

当社工事パートナーさまと「安全衛生会議」を開催

しています。会議の中では「建設業法」・「下請法」

等を中心とした法令遵守のポイントを共有すると共

に作業現場での課題を共有、解決策を随時、検討し

ています。 

 

情報セキュリティの徹底 

ソリューションサービスを提供する当社にとって、

お客さまの情報資産を強固に守りぬく情報セキュリ

ティの推進は最重要課題であり、各パートナーさま

とのお取引においても、最優先事項として、対応の

お願いと施策の展開を推進しています。 

 

《2022 年度の活動として》 

NEC グループが推進するサステナビリティ・情報

セキュリティ施策や方針のご理解を深めていただく

ため、「2022 年度 NEC グループサステナビリティ・

情報セキュリティ説明会」を開催しました。 

情報セキュリティ書類点検をパートナー各社さま

にて実施していただくこととし、そのご支援をいた

しました。結果、当社のパートナーさまを含めて

NEC グループ全体で約 1,500 社のパートナーさまに

遵守事項の周知・誓約の取得・私有 PC／媒体などの

規制・ウィルス対策の設定・PC／媒体などの暗号化・

取り外し可能な媒体管理・ウィルス感染防止対策・

内部不正対策などの項目につき再点検を実施いただ

きました。点検結果については、情報セキュリティ

調査報告書としてパートナーさまにご送付し、あわ

せて必要な改善についてご依頼を出させていただき

ました。さらに、一部パートナーさまを選定し、個

別訪問して改善フォローを実施しました。 
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社会 

従業員とともに 

 

「ＩＴサービスインテグレーター」を標榜し、モノではなくサービスを重視する当社では、「人こそが最大の

資産」を基本に、多様な価値観を持つ人財を活かしその価値を上げることで社会に貢献できるとの考えに基

づいて、働きやすい職場づくり、人財育成、健康増進策など、各種人事施策に取り組んでいます。 

 

 

プロフェッショナル人財の育成 

お客さまに満足いただける価値あるサービスを提

供できる人財を育成するため、人事教育制度の整備・

充実に力を入れています。 

一人ひとりが自律的にキャリアを考え、中長期的

な目標を持って職務遂行と能力向上に臨む事が出来

るよう、年齢の節目で、それまでの振り返りと将来

を考える研修を実施しています。 

また、高付加価値のサービス提供に必要なスキル

やノウハウを習得するための専門教育については年

間を通じて実施しており、各個人の習得レベルに応

じて自由に能力開発が実現できる環境を整備してお

り、プロフェッショナル人財として、常に自分を磨

き続ける風土を目指しています。 

 

働き方改革の推進 

当社では、柔軟な働き方の実践と総労働時間削減お

よび休暇取得促進について、労使で協力して取り

組んでいます。2019 年度に改正された労働基準法改

正への対応では、スタッフと職場マネジメントが協

力し、きめ細かい管理を実践したことで、職場にお

ける勤務管理に対する意識が向上し、法令を遵守し

た時間外勤務の管理を継続しています。 

また、多様化する事業環境の変化や、従業員ニーズ

に対応し、2018 年に在宅勤務制度を導入し時間や場

所にとらわれずに働く環境を整備しました。特に

2020 年のコロナ禍以降は、在宅勤務を中心としたテ

レワークを活用すること、またワークフロー化の推

進により捺印等出勤を要する業務を極力排除するこ

とで、出勤による人流を抑え、密を防ぎながら事業

が継続できることを確認しています。 

 その他にも、柔軟で多様な働き方を実現するため、

2021 年にはフレックスタイム制度のコアタイム廃

止、2023 年には有給休暇の時間単位取得制度を導入

しています。 

2019 年に立ち上げた「働き方改革委員会」では、

前述のテレワーク促進、ワークフロー化推進に加え

コロナ禍以降のオフィスの在り方、社内 DX 化推進

等を検討し、エンゲージメント向上のための施策を

実施しました。2023 年 5 月の本社移転に際しては、

委員会での検討結果も踏まえ、完全フリーアドレス・

ペーパーレスのオフィス整備を実現し、新たな環境

における働き方改革にもチャレンジしています。 

 

ワーク・ライフ・バランスの推進 

当社では、性別を問わず利用可能な、仕事と育児

や介護との両立を支援するための諸制度の充実をは

かっています。 

2005 年度からは次世代育成支援対策推進法に基

づいた諸施策を実行し、具体的には、2013 年に、（1）

自治体の子育てサービス利用する従業員への利用料

補助（ファミリーサポートサービス利用料補助）、（2）

子育てのために転居費用補助（チャイルドケア支援

制度）の制度を導入し、2014 年にはさらなる利用者

拡大のために、これらの制度の利用要件を一部緩和

しました。 

両立支援に関する管理職研修、子ども参観日、育

児休職者ガイダンス、男性社員の子育て目的の休暇

取得奨励等の取り組みを行った結果、仕事と家庭の

両立に積極的に取り組んでいる企業として、2011 年

と 2016 年に厚生労働省の次世代育成支援対策推進

法認定の証「くるみんマーク」を取得し、高い水準

での取り組みが評価され 2018 年に「プラチナくる

みん」を取得しました。 
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2017 年 4 月には配偶者の転勤、育児・介護、学位

取得のために退職した方で一定の要件を満たす場合

の再雇用制度を導入や 2018 年４月からは子の看護

目的のための休暇取得対象の範囲を未就学児から小

学校 6 年生までに拡大しました。 

また、高齢者人口および要介護・要支援認定者が

年々増加している中で、当社では、親世代の介護が

重要になると考え、従業員の仕事と介護を両立させ

る自助努力の支援を目的として、介護支援施策の拡

充に取り組んできました。具体的には、（1）従業員

が親を同居または近距離で介護するため転居した場

合に費用補助を行う「介護転居費用補助」、（2）介護

による経済的な負担の軽減を目的として、要介護度

の高い親の介護で介護方法の見直しが発生し、住宅

改修や介護施設入居などにより従業員が多額の負担

をした場合に、費用補助を行う「介護環境整備支援

金」の仕組み等を導入しています。 

2017 年 4 月には、介護に関する基本情報、介護に

直面した際に活用できる「仕事と介護の両立支援

ハンドブック」（NEC グループ版）が発行され、介

護支援強化をはかりました。 

さらに 2021 年 10 月には、これまでの育児介護制

度を含め広く福利厚生制度全般をカフェテリアプ

ラン型の新しい制度に移行し、従業員自らがメニ

ューを選択可能とすることで、利便性向上と更なる

ワークライフバランスの推進を図っています。 

 

健康経営の推進 

2019 年 に 「 NEC グ ル ー プ 健 康 宣 言 」 を 制 定

し、”Better Condition, Better Life” というスロー

ガンを掲げて健康推進に取り組んできました。 

従業員およびその家族の健康は、従業員一人ひとり

の生活基盤であるとともに当社にとってもかけがえ

のない財産です。 

当社は従業員の健康管理

を経営的な視点で考え、戦

略的に実践する「健康経

営」の取組が優良であると

認められ、昨年に引き続き

4 年連続「健康経営優良法

人」に認定されました。 

 

NEC グループの健康増進活動を通じて社員のヘル

スリテラシーの向上と社員自らが心身のコンディシ

ョンを整えることを意識した自律的な行動の定着化

を支援し、社員および家族の健康をより一層推進し

てまいります。 

 

従業員意識調査～One NEC ｻ-ﾍﾞｲの実施 

従業員を対象とした意識調査アンケート One NEC

サーベイを NEC グループで実施しています。2018

年度から従業員一人ひとりの会社に対するエンゲー

ジメントの状況を把握する調査を行っています。

サーベイの結果から、会社風土、職場環境、仕事へ

の取組み等について、従業員の意識を総合的に把握

し、更なるエンゲージメント向上のための改善施策

に取り組んでいます。 

 

ダイバーシティ＆インクルージョン 

当社は、経営ビジョンの一環としてダイバーシテ

ィ&インクルージョン(D&I)に取り組んでいます。

「D&I 推進ビジョン」として、以下の 3 つの Step を

全社で共有し推進しています。 

Step1 では、「個」が自律して活躍することにより

社員として誇りを育み、Step2 では、「個」と向き合

うマネジメントを実践し、組織との絆創りとチーム

の生産性向上を目指しています。そのためにマネジ

メントスタイルの変革に取り組み、多様な価値観を

持つ「個」と向き合う手法として「１on１」をチー

ムマネジメントに積極的に取り入れています。 

さらに Step３では、女性活躍推進や自己理解とコ

ミュニケーションなどをテーマに他社と施策連携や

情報交換を実施し、ともに D&I 社会の実現を目指し

ています。 

多様な価値観を持つ「個」が、組織において輝きな

がら活躍するためには、組織風土を理解した上で

「一人称」で考え行動する「自律」した人財育成も

重要です。このような思いから、継続して新入社員・

新任主任・新任マネジャー研修などで「D&I 推進ビ

ジョン」の浸透、「自己の価値観理解」のためのワー

クショップを行い、「個」の「自律」の重要性につい

て伝えています。 

また、多様性（ジェンダー、年齢、キャリア等）の

理解と、誰もが働きやすい職場環境づくりを目的と

して、有識者による幹部向けセミナーも実施しまし
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た。女性管理職比率は直近の 5 年間で倍増しており、

こうした取り組みの成果の一つとも言えます。 

これらの活動を通じ、性別、年齢、国籍、経験や障

がいの有無にとらわれず、多様な人財が入社し、一人

一人がその「個性」を発揮して活躍できる組織風土

の醸成を目指しています。 

今後も当社は、経営ビジョンである D&I 推進に取

り組み、お客さまとともに D&I 社会の実現に貢献す

る企業であり続けます。 
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地域社会とともに 

 

当社は豊かな社会の実現に貢献したいという理念のもとに、よき企業市民として、さまざまな 

社会貢献活動を展開しています。 

 

地域社会への貢献 

本社地区では、三田国際ビル前の歩道内花壇に雑

草が目立ち、空き缶が投げ込まれゴミ捨て場のよう

になっていたため、2005 年 10 月から“クリーンア

ップ三田国際”と称して、三田国際ビル周辺歩道を含

めた清掃活動を開始しました。本社移転ため、約 17

年間続けたクリーンアップ三田国際は 2023 年 5 月

をもちまして終了しました。これらの長年の活動を

港区さまより高く評価いただきました。 

2006 年 10 月には、国土交通省運営の『ボランテ

ィアサポートプログラム』に登録し、花壇管理も始

めました。季節に相応しい花植えを年２回程度実施

し、日常の手入れ活動を行っています。映像制作に

よく使われる名所となっています。 

 

関西地区では、2006 年 10 月から「美しい街づく

り運動」に参加し、毎月１回大阪ビジネスパーク周

辺（歩道を含む）の清掃を継続して行っています。

社内から年間 67 人の方に協力いただいています。 

 

 

 
 

 

社会福祉活動 

献血活動 

 各地区では、居住ビルまたはビル周辺にて実施さ

れる献血にも積極的に協力をしています。新型コロ

ナウイルス感染症の拡大により献血協力者の減少が

続いている中、三田国際ビル会場の献血では社内か

ら 28 名の方が血液を提供しました。血液から、輸血

用血液製剤や血漿分画製剤がつくられ、病気や怪我

の患者さんの治療に役立っています。 

 

 
 

 

寄付活動 

 年間を通じて、書き損じはがき、使用済切手など

を収集しています。また、2022 年はオフィスで不要
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になった未使用の文房具類 9 箱（3 辺約 108cm）、

賞味期限が短くなった災害備蓄食料品 45 箱（3 辺約

92cm）を NPO 団体に通じて寄付しました。国内・

海外の医療活動、教育活動、自立生活支援、フード

パントリー運営団体等に役立てられています。2009

年 11 月から継続しているペットボトルのキャップ

回収については、2022 年度は約 160kg（8 万個）を

提供しました。NPO 団体を通じて「世界のこどもた

ちにワクチンを」日本委員会の活動に役立てられて

います。 

 

 
中部地区では、NEC 中部ビル内で NEC ソリュー

ションイノベータ主催「フードドライブ活動」に協

力しています。食品ロスの軽減を目的として家庭等

で発生した余剰食品を回収して名古屋市のフード

バンクを通じて子供食堂や福祉施設等に寄付してい

ます。この活動は名古屋市役所の公式 HP 上にも公

開しております。 

 

 

 

 NEC グループ全体での、社会貢献活動にも参加し

ています。 

 

 

 

 

NEC Make-a-Difference Drive(通称 MDD)は、創

立 100 周年(1999 年)に始まった、NEC グループの

社会貢献活動です。 
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環境 

環境方針および環境マネジメント体制 

 

当社は国際環境マネジメントシステム規格「ISO14001/2015」認証を取得し、さまざまな環境問題に対して

環境マネジメントシステムを効果的に機能させるため、それぞれの役割、責任および権限を明確にして 

組織的な環境活動を推進しています。 

 

適用範囲 

社名：NEC ネクサソリューションズ株式会社 

所在地:東京都港区三田一丁目 4－28（三田国際ビル） 

従業員数：1904 名（2023 年 4 月） 

（関連サイト） 

・中部支社：愛知県名古屋市中区錦一丁目 17－1 

・関西支社：大阪府大阪市中央区城見一丁目 4－24 

（業務内容） 

・システムインテグレーション（コンサルティング、

設計、開発、保守、運用管理等） 

・アウトソーシング、ASP サービス 

・ソフトウェアの設計、開発、販売、保守 

・ネットビジネス（インターネットを利用した電子

商取引システムの構築等） 

・機器の販売 

・上記に付帯する工事、要員派遣、教育等 

 

 

環境方針 

2020 年 2 月に改定いたしました。社会の動向に

合わせ見直しを行い、企業の社会的責任として環境

負荷低減を図るとともに、製品・サービスの提供を

通して社会全体の環境負荷低減に貢献する「環境経

営」を推進しています。役員から従業員に至るまで、

環境方針に遵守した行動を徹底しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEC ネクサソリューションズは、事業活動を行うにあたり

環境に配慮して行動するとともに、当社が提供するシステ

ム、製品、サービスにおいてお客様の環境負荷低減に貢献し

ます。 

１．環境マネジメントシステムの構築と向上 

(1) この環境方針を達成するために、環境目標を定めて事業

活動に取り組み、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努

めます。 

(2) 事業活動に伴う環境負荷低減に努めます。 

２．環境関連法規制等の遵守 

環境関連法規制、およびステークホルダーとの合意事項を遵

守します。 

３．環境に配慮した事業活動の推進 

当社の活動、製品およびサービスが環境に与える影響のう

ち、次の事項を重点テーマとして取り組みます。 

(1) 環境に配慮したシステムやサービスの開発。 

(2) 環境に配慮したハードウェア、ソフトウェア、サービス

の積極的な調達。  

(3) 省エネルギー、省資源、リサイクル活動の推進および廃

棄物管理の徹底。 

４．啓発活動の推進 

(1) この環境方針を文書化し、従業員に周知します。環境意

識向上のため教育を実施し、社員 1 人ひとりの環境意識を高

め、地球環境保全に貢献します。 

(2) この環境方針および事業活動における環境関連情報は、

広く開示します。 

以上 

制定日 2001 年 4 月 1 日 

改定日 2020 年 2 月 1 日 
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環境マネジメント体制 

最高経営層である執行役員社長および環境管理担

当役員の下、環境管理責任者が全社の環境活動を統

括しています。 

推進体制としては全社の環境管理と安全衛生に係

わる事項を審議する環境・安全衛生委員会と、事業

ユニット、およびエリアごとに編成されるグループ

環境・安全衛生委員会からなっています。 

重要事項については経営層で構成される経営会議

に諮ります。 

 

 

 

 

ISO14001 審査・環境監査 

2016 年度から ISO14001：2015 年版に対応し

た環境マネジメントシステムの運用を開始しまし

た。2017 年度に外部審査機関による移行審査を受

審し、2015 年版の認証を取得しました。 

 

認証維持のため、所定の教育を修了した内部監

査員が環境管理担当役員の指示の下で毎年内部監

査を実施しています。NEC グループ全体では NEC

主導で環境経営監査を年 1 回実施し、環境推進活

動の強化を図っています。 
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環境目標および実績 

NEC 環境経営推進計画（NEC エコ・アクションプラン 2025）および当社の環境方針などに基づいて環

境目標を設定し、活動に取り組んでいます。2022 年度の目標と実績は次のとおりで、すべて達成するこ

とができました。  

 

  

活動項目 
2022 年度の目標と実績 

目標 実績 評価 コメント 

地球温暖化の防

止 

CO2排出量の削

減 

2021年度実績の 1.0％削減 

*改正省エネ法に則り平準化時間帯の電気 

 使用量削減を考慮 

*目標を設定 

 

電力：2021年度実績（698t） 

電力： 

650t ⇒ 6.9％削減 

※CO2排出量 
○ 

目標達成 

会社全体の着実

な活動による成

果 

関連法規への適

切な対応 

環境事故・法令違反 ゼロを目標 

○都民の健康と安全を確保する環境に関 

 する条例 

 東京都知事へ特定テナント等地球温暖 

 化対策計画書の作成・提出 

 

○産業廃棄物等管理票交付等状況報告書 

事故・違反 ゼロ 

 

10月提出 

 

 

電子マニフェストを使

用し、管理 

○ 

計画通り提出 

 

＜東京都特定テ

ナント省エネ評価

＞Ｓランク 

（2022年 12月

現在） 

環境配慮への意

識付け活動の実

施 

社員の環境意識向上 

〇ＮＥＣグループ全社教育の期間内全員受

講 

 

 

〇教育の機会や社会貢献活動の活発化 

受講率 94％ 

（期間後フォローにより

年度末時点 100％達

成） 

 

NECグループ環境月

間にて、セミナー・イ

ベントへの参加 

△ 

新しい取り組み

（セミナー、イベン

ト）を実施 
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環境負荷低減の取り組み 

 

社内の環境負荷を低減する活動とともに、事業と一体となった活動を強化して、社会全体の環境負荷を低減

するために活動しています。 

 

 

お客さま貢献活動の推進 

エコ・アピールプロポーザルの取り組み 

お客さまへ当社の環境経営の考え方や提供する商

品・サービスの環境配慮性（省エネ、省資源、有害

物削減などの環境要素）、また、様々な効率アップを

援助するソリューションの提案活動がエコ・アピー

ルプロポーザルです。例えば、ソリューションサー

ビスの導入前後の CO2 排出量を電力の使用、紙の使

用、人の移動などから算出し、環境面での導入効果

をお客さまに提示しています。 

2022 年度は、年間で 1,286 件（昨年度+160 件）

の実践を残しています。 

 

使用済み OA 機器のリサイクル化 

当社はお客さまで不要になった OA 機器のリサイ

クル化を推進しています。広域的処理認定業者とし

て環境省認定を受け、通常廃棄すると産業廃棄物に

なる NEC 製 OA 機器を、契約したリサイクル処理業

者に引き渡すことによって、産業廃棄物の減量化に

寄与しています。 

 

地球温暖化の防止／CO2 排出量の削減 

 

NEC グループの脱炭素社会へのとりくみ 

 
 

電力使用量の削減 

2021 年度 CO2 排出量については、省エネルギー

法改正により電気需要平準化時間帯の電気使用量削

減を考慮し、目標を前年度対比１.0％削減としまし

た。節電施策として、2021 年度は使用フロアの効率

化を継続し、老朽化設備の見直しを実施しました。

また、テレワークの定着により、社内での電力使用

量が減少傾向にあります。社員の省エネ行動も定着

化し、CO2 排出量 6.9％削減を達成しました。 

 

 
 

省資源活動／紙使用量の削減 

会議・打ち合わせ時には、紙資料は配布せず、電

子プレゼン、リモート会議を徹底しています。IC

カード認証方式の複合機を導入し利便性と効率を高

めると同時に、個人や部門単位で利用実績を管理し、

複合機の機能活用による製本印刷、集約印刷・両面

印刷等によるプリント枚数の削減、および確証類の

コピーによる紙保管から電子保管の推進をしていま

す。紙保管の減少に伴い、キャビネット（保管スペー

ス）の削減に寄与しています。 
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申請業務の電子化 

ペーパーレス化および業務効率化を目的に、申請

業務の電子化に取り組み、新規システムの導入、帳

票・契約書の電子化・ワークフロー化により、紙使

用量の削減に貢献しています。 

 

リモート会議システムの活用 

会議参加のための出社や出張などを減らし、移動

により交通機関から生じる CO2の削減に貢献してい

ます。さらに、本社、各拠点間だけでなく、NEC グ

ループ内やお客様とテレビ会議システムやコミュニ

ケーションツールの利用を推進しています。 

また、2018 年からサテライトオフィスの利用を開

始し、外出中・出張中の社員が、事務所に戻ること

なく事務処理が可能となり、移動時間の削減、交通

機関利用の削減など環境負荷の低減に寄与していま

す。2020 年から在宅勤務が増えたこともリモート会

議が活発化しています。 

 

 

環境教育・意識啓発 

環境教育の取り組み 

従業員一人ひとりが高い環境意識を持ち、環境配

慮行動ができる人財育成を目的として、環境教育を

行っています。一般教育として全従業員を対象とし

た一斉教育、新入社員向け教育、専門教育として内

部監査員教育、新任グループ委員長向け教育などを

行っています。 

毎 年 6 月 を 「 環 境 月 間 （ "Let’s Act for a 

Sustainable Future! より良い未来をつくるのは、今

を生きる私達。今、できる一歩を踏み出そう。”）」

とし、環境関連のイベント・セミナーの案内、ドキ

ュメンタリー映画の上映会、「ゼロカーボンアクシ

ョン 30」などを実施しています。また、２月を「省

エネルギー月間（”脱炭素社会・カーボンニュートラ

ル”）」とし、省エネセミナーや NEC 各地区の省エネ

取り組み共有などを実施しています。コロナ禍であ

った昨年は WEB 上でのイベントが中心に行われま

した。このような活動を通して、さらなる意識向上

と活動推進に取り組んでいます。 

 NEC グループ全体で SDGs に関する勉強会も増

えており、関連する社内外の情報収集も盛んにおこ

なわれています。 
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会社概要

 

会社概要 

社名： NEC ネクサソリューションズ株式会社 

（英文社名： NEC Nexsolutions, Ltd.） 

本社所在地： 〒105-8540 

東京都港区芝三丁目 23 番 1 号 

セレスティン芝三井ビルディング 

設立年月日： 1974 年 9 月 19 日 

沿革： 1974 年 9 月 19 日、日本電気情報サー 

ビス株式会社設立 

2001 年 4 月 1 日、NEC ネクサソリュー 

ションズ株式会社発足 

 

日本電気情報サービス株式会社、日本電気ビジネス

システム株式会社、NEC テクノサービス株式会社、

日本電気オフィスシステム株式会社、日本電気コン

ピュータシステム株式会社の 5 社が統合（※日本電

気情報サービス株式会社の商号を変更） 

 

資本金：8 億 1,500 万円（NEC100％出資） 

人 員：1,900 名（2023 年 7 月 1 日現在） 

売上高：718 億円（2022 年度） 

 

事業内容 

1. システムインテグレーション 

（コンサルティング、設計、開発、保守、運用管 

理など） 

2. アウトソーシング、ASP サービス 

3. ソフトウェアの設計、開発、販売、保守 

4. ネットビジネス 

（インターネットを利用した電子商取引システ 

ムの構築など） 

5. 機器の販売 

6. 上記に付帯する工事、要員派遣、教育等 

 

 

 

 

 

許認可資格 

〔許認可〕 

・経済産業省 システム監査企業台帳登録 

・経済産業省 情報セキュリティ監査企業台帳登録 

・経済産業省 健康経営優良法人 2021 

・国土交通省 一般建設業   国土交通大臣許可 

・総務省      届出電気通信事業 

・厚生労働省 次世代育成支援対策推進法に基づく

基準適合一般事業主 

・厚生労働省 高度管理医療機器等販売業 

・環境省   広域的処理認定業者 

〔資 格〕 

・一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC） 

プライバシーマーク認定 

・一般財団法人 日本品質保証機構（JQA） 

環境マネジメントシステム（EMS）ISO14001 認証 

 〔JQA-E-90066〕 

サービスマネジメントシステム（SMS）ISO／

IEC20000 認証 

サービスマネジメント事業部〔JQA-IT0082〕 

品質マネジメントシステム(QMS)ISO9001 認証 

 SI・サービスユニット〔JQA-1580〕 

情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）

ISO／ IEC27001 認定 

サービスマネジメント事業部〔JQA-IM0043〕 

第一システム事業部〔JQA-IM0577〕 

第二システム事業部〔JQA-IM0641〕 

情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）

ISO／ IEC27017 認証 

 第二システム事業部〔JQA-IC0099〕 

 

拠点 

事   業   所：   玉川 

支       社： 中部／関西 

データセンター  

札幌／東京／川崎／横浜／相模原／名古屋／大阪／

神戸／福岡／延岡 
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編集後記 

 

 2022 年から 2023 年にかけて、本社を三田国際ビ

ルからセレスティン芝三井ビルディングに移転し、

本社ビルの一部機能を NEC 玉川事業場（川崎市）に

移転しました。本社移転によってオフィスフロア面

積が削減するため、2022 年度はルーティンワークと

別にオフィス内の不要物廃棄、机の引き出しやキャ

ビネットに保管している書類を電子化にする等、引

っ越し作業が毎日続きました。廃棄物管理の点では、

機密書類、IT 機器や什器等の産業廃棄物の排出量が

予想を超える結果となりました。新しい本社では、

完全フリーアドレス化、ペーパーレス運用推進より

2023 年度は紙使用量の削減が予想されます。また省

エネビルへの入居で、電力使用量も昨年度より大き

く下回ると推測しております。今後も CO2 排出量の

削減に貢献できるように努めてまいります。 

 また働き方改革が浸透し、在宅勤務を中心とした

テレワークが増加しています。出社とテレワークを

上手く活用しながら新たな働き方改革ににもチャ

レンジしてまいります。 

本レポートは、お客さまをはじめとするステーク

ホルダーの皆さまに当社活動の一端をできる限りわ

かりやすくお伝えし、当社の CSR 経営をご理解いた

だけるよう作成しました。皆さまに本レポートをお

読みいただき、より一層のご支援ご鞭撻を賜れば幸

いに存じます。  

 

 

 対象組織：NEC ネクサソリューションズ 

株式会社 

 報告対象期間： 2022 年 4 月～2023 年 3 月 

（対象期間後の情報も含みます） 

 発行時期：2023 年 7 月 

 参考ガイド：環境報告ガイドライン 2018 年版 

                  （環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 


